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製品における省エネルギー活動のセグメント環境会計（QSU製品開発におけるコスト対効果実績） 

※ 使用時電気代およびCO2排出量削減は、1日8時間、1カ月20日稼働時間による1年間の効果です。 
　 私的効果は、2003年度売上実績の粗利に対する効果です。 

研究開発コスト 
省エネユニット開発費 

型・治具・部品費など 

400百万円 

512百万円 

コスト項目 主なコスト 金　額 

コ　ス　ト 
効　　果 

顧客効果 私的効果 

使用時電気代削減 
918百万円 

利益貢献額 
2,305百万円 

CO2削減量 
15,046（t） 

環境保全効果 
経済効果 

エネルギー消費量の推移 

●考え方 

省エネ性能が優れていても、それが

使いやすく、実際にお客様にご利用

いただけるものでなくては、お客様の

省エネにも、温暖化防止にも貢献す

ることはできません。リコーは、使いや

すさと省エネを両立する省エネ技術

「QSU＊1」をさらに進化させるとともに、

QSU搭載製品のラインナップ拡充を

推進しています。また、リコーの事業

活動に関連して最も環境負荷の大き

い紙＊2の削減も重要です。リコーは

「使いやすい」両面コピー性能や、電

子化、再生紙の販売促進＊3などにより、

お客様の紙の使用による環境負荷

削減に努めています。 

 

 

 

 

●2004年度までの目標 

◎リコー省エネ目標の達成 

◎代替ペーパー、リライタブルペーパー

　技術の実用化開発 

 

●2003年度のレビュー 

クラス最高のエネルギー消費効率を

達成した白黒の高速デジタル複合機

を発売し、白黒複合機分野での省エ

ネ製品ラインナップを強化しました。

ＱＳＵ技術搭載製品による2003年度

のCO2削減効果は、年間で約15,000

トンにのぼりました（グラフ●）。また、

代替ペーパーについてはＩＣタグとリ

ライタブルメディアを組み合わせた商

品を発売しました。 

［（Wh／h）／cpm］ ［（Wh／h）／cpm］ 

●白黒複写機・複合機 
広幅を除いた白黒PPC

●カラー複写機・複合機 

2001

2.41

2002

2.31

2003

2.37

7.62

2001

6.48

2002

6.67

2003

◎複写機の省エネ値の算出方法は以下の通りです。 
　Σ〔〈エネルギー消費効率（Wh/h）〉＊1／〈コピー速度＊2〉×販売台数〕／Σ販売台数 

白黒複合機、カラー複写機・複合機は、省エネ法の測定基準に基づいて、 
測定したエネルギー消費効率の値を使用しています。 

＊1 エネルギー消費効率 ： 経済産業省「省エネルギー法」による指定測定方法で測定 
＊2  コピー速度（cpm）  ： 1分間のコピー枚数 

2000

4.61

（年度） 

9.81

2000
（年度） 

1 2

［（W）／ppm］ 

●白黒・カラープリンター 

（年度） 
2000

0.81

2001

0.80

2002

0.59

2003

0.36

◎プリンター・ファクシミリの省エネ値の算出方法は以下の通りです。 
　Σ〔〈Energy Star待機時消費電力＊3（W）〉／〈印刷速度＊4〉×販売台数〕／Σ販売台数 

＊3　Energy Star待機時消費電力：国際エネルギースタープログラムの基準による待機時消費電力 
＊4　印刷速度（ppm）：1分間の印刷枚数 

3

3

●QSU技術によるCO2の削減量 
（千 t - CO2） 

0

（年度） 
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40.7

55.7

QSU非搭載 QSU搭載 
2003

QSU搭載機 
によるCO2 
削減量 

《日 本》 

《グローバル》 

お客様先での省エネ効果を高めるために、 
使いやすさと省エネを両立する技術開発を行っています。 

＊1 待機時の省エネモードからすぐに復帰（Quick 

Start-Up）できる、リコー独自の省エネ技術。 

＊2　29ページを参照。 

＊3  26ページを参照。 
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［（W）／ppm］ 

●ファクシミリ（複合機含む） 

（年度） 
2000

0.68

2001

0.35

2002

0.23

2003

0.22

4

※ ●～●のグラフは、日本極での販売台数をもとに算出しています。 1 4
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●今後の取り組み 

QSU技術のさらなる改善や、それ以

外の新たな省エネ技術開発を推進す

ることで、カラー機分野でも使いやす

さと省エネの両立を進めていきます。 
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製品開発の 
考え方 

省エネルギー・ 
温暖化防止 

省資源・ 
リサイクル 汚染予防 

事業所 環境経営 
の基盤 

製　品 環境経営 
の考え方 

環境社会貢献/ 
コミュニケーション 
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リコーが実施した市場調査によると、殆どのお客様が待ち時間の少

ない複写機を望んでいることがわかります。（円グラフ）また、省エネモー

ドからの復帰時間が長い製品を使用中のお客様は、省エネモードを

利用していない割合が多く、QSU技術を搭載した製品を使用中のお

客様では、省エネモードを利用している割合が多いことも確認できま

した。省エネモードからの復帰に時間がかかると、使いたいときにすぐ

にコピーがとれず、お客様に省エネモードを使用していただけないの

です。つまり復帰時間の長い複写機は待機時に余分な電力を消費し

ていることになります。「QSU」技術搭載製品をお使いのお客様は、

ストレスを感じることなく、無意識に省エネを実践できているといえます。 

コピーをとりに複写機の前に行った時、複写機
が動き出すまでにどのくらいの時間待っても良
いとお考えですか。 

Q

10秒以下 

82.7％ 

11秒～30秒

13％ 

31秒～1分

2.7％ 

無回答 

1.6％ 

AC電源 

メインヒーター 

サブヒーター 

加圧ヒーター 定着ローラー キャパシタ 

用紙 

従来機との消費電力比較概念図 

電力 

時間 

時間 

電力 

従来機 

imagio 
Neo752

立
ち
上
げ
 

立
ち
上
げ
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ち
上
げ
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ち
上
げ
 

コ
ピ
ー
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電
 

充
電
 

コ
ピ
ー
 

コ
ピ
ー
 

コ
ピ
ー
 

待機時 

待機時 

待機時 

待機時 

待機電力の一部を 
キャパシタに溜めて、 
有効活用 

従来は待機時の 
ロスが大きかった 

※  キャパシタ搭載機は、100V電源を使用する日本国内発
売製品のみ。 

高速機の省エネを実現した 

「HYBRID QSU」 

高速デジタル複合機imagio Neo752シ

リーズに搭載された「HYBRID QSU」 は、

QSUに、次世代の蓄電デバイス「キャパシ

タ」を組み合わせたもので、業界初のハイ

ブリッド熱源方式です。立ち上がりを早く

するための「QSU」技術の1つである薄

肉定着ローラーは、75枚/分もの高速で

印刷を行うと定着ローラーの熱が紙に

奪われ易くなり、コピー品質と処理速度

を維持することができなくなります。この

問題を解決するために、定着ローラーユニッ

トに充分な熱を供給する必要があります。

そこでリコーが注目したのが急速に充電・

放電ができるキャパシタ技術の活用です。

待機時にキャパシタに電力を蓄え、印刷

時紙に熱を奪われた定着ローラーに電

力を供給することで、75枚/分の生産性

を落とすことなく、主電源をオンしてから

のウォームアップ時間30秒（従来機の1/10）

と、高速機分野で最高のエネルギー消費

効率117Wh/h（従来機の約1/2）を達成

しました。 

スピーディな復帰で待機時に省エネ 

リコーの省エネ技術「QSU」 

従来 
加圧 
ローラー 

従来 
ローラー 

○超薄肉 
　ローラー 

○ツイン 
　ヒーター 

○低温定着トナー 

スポンジ 
加圧 
ローラー 

トナー 用 紙 

用 紙 

従来機 

QSU搭載機 

1

2

3

低面圧化 

① 超薄肉定着ローラー 

待機状態から速やかに立ち上げるために、

定着ローラーの肉厚を可能な限り薄くし、

昇温時間の短縮化を図りました。 

② ツインヒーター 

薄くなった分、冷めやすくなったローラーを、

独立制御の2本のヒーターを使い、きめ細

かく効率的に温度制御します。 

③ 低温定着トナー 

より低温で定着しながら、従来と同等以上

の定着性を確保したトナー。スタートアッ

プの速さと、使用時の省エネに貢献して

います。 

● ｉｍａｇｉｏ Ｎｅｏシリーズに搭載の 
　 ＱＳＵ技術 

※  日本国内での調査 
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＊  両面生産性（%）＝（片面→両面コピーをとるのにかかった
時間）／（片面→片面コピーをとるのにかかった時間）
×100で、所定の枚数の原稿をセットし、コピーボタンを押
してから、次にコピーが使用できる状態になるまでの時
間を測定します。 

imagio Neo 752 モデル75にオプショ

ンのimagio フイニッシャーSR33V、

imagio Z折りユニット タイプN12、リコー

PPCトレイ RT39を装着したものです。 

QSU技術搭載製品のラインナップ 

製品名 

imagio Neo221

imagio Neo271

imagio Neo352

imagio Neo452

imagio Neo602

imagio Neo752

IPSiO NX650S

IPSiO NX750

IPSiO NX850

IPSiO NX920

22枚 

27枚 

35枚 

45枚 

60枚 

75枚 

22枚 

28枚 

32枚 

45枚 

10秒 

10秒 

10秒 

15秒 

30秒 

30秒 

10秒 

12秒 

12秒 

15秒 

6W

6W

4.5W

4.5W

5.5W

10.7W

5W

5W

5W

7W

29Wh/h

29Wh/h

33Wh/h

48Wh/h

57Wh/h

117Wh/h

― 

― 

― 

― 

印刷速度 
（毎分） 

省エネモードからの 
復帰時間 

待機時の 
消費電力 

エネルギー 
消費効率 

複写機 

プリンター 

IPSiO G707

省エネ製品のラインナップを拡充 

リコーは、2000年度に使いやすさ

と省エネを両立する独自の省エネ

技術「QSU」を搭載したimagio 

Neo350/450シリーズを発売しました。

それ以来、積極的にこの技術を複写機

やプリンターに搭載しています。2003年

度は、QSU技術を搭載した高速デジタル

複合機「imagio Neo752/602シリーズ」

を発売し、22～75枚/分機までの幅広い

省エネ製品のラインナップが完成しました。

75枚/分のimagio Neo752シリーズには、

QSU技術をさらに進化させた「HYBRID 

QSU」を搭載しています。「imag i o  

Neo752/602シリーズ」は、第14回省エネ

大賞省エネルギーセンター会長賞を受賞

しました。 

 

使いやすい両面コピー機能 

リコーは、多くのお客様に両面コピーや

集約コピーをご利用いただき、紙による環

境負荷を削減するため、より速く、より使

いやすい両面・集約コピー機能の開発

に取り組んでいます。「imagio Neo752

／602シリーズ」に搭載している「シングル

パス」方式は、原稿読み取り部を2カ所

設け、両面原稿の表裏を1回のスキャン

で読み取ることを可能にしています。こ

れにより、両面原稿を片面原稿と同じ高

速で読み取ることができるため、より速い

「両面原稿からの両面コピー」を実現し

ています。また連続印刷時は、100％の

両面生産性＊を達成しています。リコーで

は、多くのデジタル複写機で連続印刷時

100％の両面生産性を実現しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GELJETプリンターの両面プリント性能 

2003年度発売のGELJETプリンター

「IPSiO Gシリーズ」の用紙搬送システ

ム「GELJET BTシステム」は、レーザー

プリンターで使用されている静電吸着

ベルト技術を応用したものです。高速

書込みを可能にしたワイドヘッド、インク

を乾燥させる待ち時間を極限まで短く

した速乾性の顔料インクを採用し、クラ

ストップの両面プリント速度を実現し、

両面印刷の効率を高めています。また

GELJETプリンターでは環境に配慮し、

カートリッジの中身を無駄なく使いきる

ことが可能な「ムダゼロデュアルタンク

方式」を採用しています。 
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ICタグシート用プリンター 

ドキュメントソリューションのシステム例 

デジタル複合機で紙文書を読み取って電子化し、

ネットワーク上のパソコンで情報共有したり、ファク

ス感覚でE-Mail送信できます。効率的な文書管理

の実現により、ワークフローを改善しながら、オフィ

スで使用する紙の削減にも効果を発揮します。 

FTPサーバー 

ファイルサーバー 

クライアントPC

紙文書 

E-Mailでパソコンへ 

E-Mailでパソコンへ 

イントラネット 

社内  

インターネット 

SCAN

SCAN

スキャン to フォルダー 

スキャン to E-Mail

社外  

RECO-ViewTMICタグシート リライタブルプリンター＆ペーパー 

ドキュメントソリューションによる 

紙の使用量削減 

リコーは、お客様の業務形態に合わせた

理想的なプリンティング環境を提供する

「プリンティングソリューション」に加え、紙文

書を簡単にスキャン・電子化し、ネットワーク

上のパソコンで確認・共有化できる「ドキュ

メントソリューション」を提供しています。 

 

代替ペーパーの開発・実用化 

紙の使用量を削減するために、リコーは

「紙を使わない技術」の開発に取り組

んでいます。熱で発色・消色する「サーマ

ルメディア」や、光で発色・消色する「フォ

トクロミック化合物」を活用して、書き換え

可能なメディアやシステムの開発・実用化

を進めています。 

 

書き換え可能なICタグシートの実用化 

リアルタイムの在庫数や生産能力を記

録・書き換えできるICタグは、現在、生

産・物流などさまざまな情報管理に活

用されています。しかし、ICタグには「記

録されたデータが人の目に見えない」と

いう限界がありました。リコーは、サーマ

ルメディア技術を使って、ICタグに記録

されている情報を表示・書き換えできる

「RECO-View ICタグシート」を開発しま

した。ICタグの情報を書き換えると同時

に、シートのプリント内容を書き換えるこ

とができます。リコー沼津事業所の自社

生産ラインで実証を行い、2003年12月に

メディアを発売しました。 

 

リライタブルペーパープリントシステム

の開発 

オフィスで使用される書類のうち、プリント

して保存する必要のあるものは3割に

すぎません。7割は、一度しか使用しない

ものです。リコーは、サーマルメディアとプ

リンターを組み合わせて、通常の文書で

あれば200回以上プリントしなおせる「リラ

イタブルペーパープリントシステム」の開

発を進めており、オフィスユースとして適

合させるために更なる高速化と省エネ化、

小型化を目指しています。 

 

カラーリライタブルメディアの開発 

カラーの発消色を光を使って制御するこ

とができるフォトクロミック化合物の新し

い材料を開発しました。フォトクロミック化

合物は、光を照射すると別の状態に変

化し吸収する光の波長が変わるため、

当てる光を変えることで発色させたり、

消色させたりすることができます。カラー

画像を何度も書き換えることができる紙

やフィルムなどのメディアの開発につな

がる研究です。何度も書き換えられるた

め、紙の使用量を大きく削減することが

できます。 

TM


